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モンゴルを目指した王仁三郎の夢
〜光り輝くアジアの世紀を目指して〜

大
正
日
日
新
聞
の
買
収
と
大
本
弾
圧

　

モ
ン
ゴ
ル
は
、
日
本
の
国
土
の
４
倍
で
あ
り

ま
す
が
人
口
は
３
１
８
万
人
で
す
。
そ
の
う
ち
、

首
都
の
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
に
は
、
全
人
口
の
半

数
近
い
、
約
１
４
０
万
人
が
住
ん
で
い
ま
す
。

宗
教
は
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
で
、
大
本
と
も
交
流
の

あ
る
ガ
ン
ダ
ン
寺
院
と
い
う
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の

総
本
山
が
あ
り
、
そ
の
宗
教
を
信
仰
さ
れ
て
い

る
方
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　

出
口
王
仁
三
郎
聖
師
が
モ
ン
ゴ
ル
を
目
指
し

た
の
は
、
大
正

（
１
９
２
４
）
年
の
こ
と
、

モ
ン
ゴ
ル
が
旧
ソ
連
の
強
い
影
響
を
受
け
な
が

ら
社
会
主
義
国
家
を
樹
立
す
る
こ
ろ
で
、
政
治

的
に
も
た
い
へ
ん
不
安
定
な
時
代
で
し
た
。

　

そ
の
頃
、
王
仁
三
郎
聖
師
は
、
日
本
国
内
に

お
い
て
大
本
の
宣
教
運
動
を
全
国
的
に
展
開

し
て
い
く
中
で
、
大
正
９
年
に
大
正
日
日
新
聞

社
を
買
収
し
ま
す
。
大
正
日
日
新
聞
は
、
当
時

万
部
の
発
行
を
し
て
い
ま
し
た
。
同
じ
時
期

に
朝
日
新
聞
が

万
部
程
と
の
こ
と
で
す
か
ら
、

こ
の
大
正
日
日
新
聞
買
収
の
影
響
力
と
い
う
も

の
は
大
変
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。し
か
も
、

軍
人
や
知
識
層
の
人
々
が
次
々
と
大
本
の
思
想

に
賛
同
し
、
教
勢
は
飛
躍
的
に
伸
び
て
い
き
ま

し
た
の
で
、
そ
の
大
本
の
教
勢
と
影
響
力
が
、

当
局
を
刺
激
し
、
大
正

年
、
大
本
は
弾
圧
（
第

一
次
大
本
事
件
）
を
受
け
、
王
仁
三
郎
聖
師
は

未
決
へ
と
収
容
さ
れ
た
の
で
し
た
。

「
天
の
時
な
り
」

モ
ン
ゴ
ル
行
き
の
大
決
心

　

大
正

年
２
月
、
王
仁
三
郎
聖
師
は
仮
釈
放

中
の
身
で
あ
り
、
国
外
は
お
ろ
か
他
県
へ
も
ゆ

く
こ
と
も
で
き
な
い
状
況
で
あ
っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
突
如
、
日
本
を
脱
出
し
、
密
か
に
大

陸
に
渡
り
モ
ン
ゴ
ル
を
目
指
し
ま
す
。

　

モ
ン
ゴ
ル
進
出
の
目
的
に
つ
い
て
、「
東
亜

の
天
地
を
精
神
的
に
統
一
し
、
次
に
世
界
を
統

一
す
る
心
算
な
り
、
事
の
成
否
は
天
の
時
な
り
、

煩
慮
を
要
せ
ず
、
王
仁
三
十
年
の
夢
今
や
正
に

醒
め
ん
と
す
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

モ
ン
ゴ
ル
行
き
を
決
心
し
た
き
っ
か
け
と
し
て
、

「
大
正
十
年
二
月
十
二
日
、
陰
暦
正
月
五
日
、

晴
天
白
日
の
空
に
上
弦
の
月
と
、
太
白
星
は
白

昼
燦
然
と
し
て
浪
花
の
空
に
異
様
の
光
輝
を
放

ち
、
天
地
の
変
動
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
日
、

日
出
雄
（
出
口
王
仁
三
郎
）
は
大
阪
市
の
玄
関

口
梅
田
駅
頭
に
、
大
正
日
日
新
聞
社
長
と
し
て

社
務
を
総
理
し
て
い
た
。（
中
略
）
下
っ
て
大

正
十
三
年
二
月
十
二
日
、
し
か
も
同
日
の
天
空

に
楕
円
形
の
月
と
太
白
星
が
白
昼
燦
然
と
輝
き

出
し
た
。

　

日
出
雄
は
天
空
を
仰
い
で
去
る
大
正
十
年
の

二
月
十
二
日
を
追
懐
せ
ず
に
は
お
ら
れ
な
か
っ

た
。
し
か
も
満
三
ケ
年
を
経
た
同
月
同
日
の
白

昼
に
、
天
空
に
同
様
の
異
変
あ
る
は
決
し
て
只

事
で
は
あ
る
ま
い
。
い
よ
い
よ
自
分
が
神
命
を

奉
じ
万
民
救
済
の
た
め
、
人
類
愛
実
行
の
た
め
、

天
よ
り
我
に
そ
の
実
行
を
促
す
も
の
と
考
へ
た

の
で
あ
る
」（『
霊
界
物
語
』
特
別
編
）
と
述
べ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
大
決
心
を
抱
き
な
が
ら
も
、
長

女
の
出
口
直
日
（
大
本
三
代
教
主
）
に
は
別
の

一
面
を
見
せ
て
い
ま
す
。
そ
の
時
の
王
仁
三
郎

聖
師
の
様
子
を
三
代
教
主
は
、「
蒙
古
入
り
に

際
し
、私
に
告
げ
る
に
随
行
の
人
に
変
わ
ら
し
め
、

ご
自
分
は
た
ま
た
ま
傍
に
あ
っ
た
ひ
も
を
幾
度

と
な
く
指
に
巻
き
付
け
て
と
い
う
気
の
弱
い
方

で
し
た
。
そ
れ
で
い
て
胸
の
内
に
は
思
い
も
よ

ら
ぬ
想
起
を
抱
か
れ
た
の
で
す
。
人
間
と
し
て

は
至
っ
て
優
し
い
と
い
う
方
が
神
さ
ま
の
み
旨

と
な
る
と
勇
猛
に
行
動
さ
れ
ま
し
た
」
と
述
べ

て
い
ま
す
。

　

未
開
の
地
へ
飛
び
込
も
う
と
い
う
王
仁
三
郎

聖
師
に
対
し
、
さ
す
が
の
役
員
も
取
り
や
め
る

よ
う
に
促
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
王
仁
三
郎
聖

師
は
役
員
に
対
し
、「
君
は
神
業
と
い
う
こ
と

が
分
か
っ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
天
の
時
で

あ
っ
て
神
さ
ま
が
こ
う
い
う
形
で
話
を
持
ち
込

ま
れ
た
の
で
、
今
こ
の
瞬
間
に
お
い
て
行
か
な

け
れ
ば
本
当
に
神
さ
ま
の
経
綸
と
い
う
も
の
が

進
ま
な
い
」
と
説
得
し
、
そ
の
日
の
う
ち
に
大

陸
へ
と
出
発
し
ま
し
た
。

日
本
男
子
の
品
は
落
さ
じ

　

大
陸
へ
渡
っ
た
王
仁
三
郎
聖
師
は
、
当
時
の

満
州
国
に
あ
っ
た
大
本
の
奉
天
支
部
で
約

日

間
過
ご
し
ま
す
。
そ
の
時
に
現
地
の
馬
賊
・
盧ろ

占せ
ん
か
い魁

将
軍
に
出
会
い
ま
す
。
盧
将
軍
は
易
占
や

観
相
学
に
た
け
て
い
て
、
王
仁
三
郎
聖
師
を
密

か
に
研
究
し
て
い
く
う
ち
に
、
大
偉
人
で
あ
る

と
の
結
論
に
至
り
、
と
う
と
う
心
酔
し
切
っ
て

し
ま
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
に
こ
た
え
る
よ
う
に
、

王
仁
三
郎
聖
師
は
随
所
で
奇
跡
を
起
こ
し
ま
し

た
。
病
気
を
治
し
た
り
、
雨
の
降
ら
な
い
時
期

に
雨
を
降
ら
せ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
う

す
る
う
ち
、
最
初

人
ぐ
ら
い
だ
っ
た
集
団
が

最
後
の
方
に
は
千
人
ほ
ど
に
ふ
く
れ
あ
が
っ
て

い
っ
た
の
で
す
。

　

王
仁
三
郎
聖
師
が
中
国
に
入
る
こ
と
が
で
き

た
大
き
な
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
道
院
と
の
提

携
を
結
ん
で
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
道

院
の
宣
伝
の
た
め
な
ら
中
国
全
土
を
広
く
回
る

こ
と
に
支
障
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、
王
仁
三
郎
の
影
響
力
が
大
き
く

な
っ
て
い
く
と
、
盧
将
軍
の
上
司
に
あ
た
る
中

国
の
軍
閥
政
治
家
・
張
作
霖
が
危
機
感
を
持
ち

は
じ
め
ま
し
た
。
そ
の
た
め
大
正

年
６
月

日
深
夜
、
王
仁
三
郎
聖
師
一
行
６
人
は
パ
イ
ン

タ
ラ
の
地
で
囚
わ
れ
の
身
と
な
り
、
処
刑
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

『
よ
し
や
身
は
蒙
古
の
あ
ら
野
に
朽
つ
る
と

も
日や

ま

と本
男お

の

こ子
の
品
は
落
さ
じ
』

出口王仁三郎聖師は、大正13（1924）年２月から５カ月間にわたり、
数人の従者を連れてモンゴルへと向かいました。大草原を自ら馬で疾駆
した王仁三郎聖師。その最終目標は、中東のエルサレムだったと言いま
す。王仁三郎聖師はその時、何を思い、何を目指していたのでしょうか。
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掲
載
文
は
、
平
成
30
年
６
月
20
日
に
航
空
会
館
（
港
区
新
橋
）

で
開
催
し
た
「
21
世
紀
・
生
き
が
い
講
座
」
講
演
録
の
要
旨
で
す
。
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『
い
ざ
さ
ら
ば
天あ

ま

津つ

み御
国く

に

に
か
け
上
り
日
の

本
の
み
か
世
界
を
守
ら
む
』

　

『
日
の
本
を
遠
く
離
れ
て
我
は
今
蒙
古
の
空

に
神
と
な
り
な
む
』

　

処
刑
に
際
し
、
辞
世
を
覚
悟
し
て
王
仁
三
郎

聖
師
が
詠
ん
だ
歌
で
す
。

　

機
関
銃
に
よ
る
処
刑
が
今
ま
さ
に
行
わ
れ
よ

う
と
し
た
と
き
で
し
た
。
不
思
議
な
こ
と
に
、

す
べ
て
の
機
関
銃
が
次
々
に
故
障
、
処
刑
は
中

止
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
に
、
こ
の
遭
難

が
日
本
領
事
館
に
知
れ
る
こ
と
と
な
り
、
王
仁

三
郎
聖
師
ら
は
死
刑
を
免
れ
、
全
員
、
日
本
に

強
制
送
還
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

エ
ル
サ
レ
ム
へ
の
布
石

　

王
仁
三
郎
聖
師
が
モ
ン
ゴ
ル
へ
出
発
す
る
こ

ろ
は
、
第
一
次
大
本
事
件
の
報
道
の
た
め
「
大

本
は
邪
教
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
無
事
、

生
還
し
帰
国
す
る
と
、
今
度
は
う
っ
て
変
わ
っ

て
、
多
く
の
人
々
の
出
迎
え
を
受
け
、
マ
ス
コ

ミ
が
殺
到
し
ま
し
た
。
ま
る
で
凱
旋
を
し
た
将

軍
を
出
迎
え
る
よ
う
な
、
大
き
な
歓
声
が
上

が
っ
た
と
、
当
時
の
記
録
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

パ
イ
ン
タ
ラ
で
の
遭
難
で
モ
ン
ゴ
ル
訪
問
は

失
敗
に
終
わ
っ
た
よ
う
に
見
え
る
の
で
す
が
、

王
仁
三
郎
聖
師
自
身
は
、
モ
ン
ゴ
ル
訪
問
は
大

成
功
だ
っ
た
と
言
っ
て
い
ま
す
。

　

成
功
と
言
っ
た
の
は
、
モ
ン
ゴ
ル
訪
問
が
、

す
べ
て
神
の
仕
組
み
だ
っ
た
か
ら
だ
と
い
う
の

で
す
。
こ
れ
は
、
全
て
の
も
の
に
は
水
の
流
れ

の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
て
、
そ
の
流
れ
の
拠
点

を
抑
え
て
い
く
、
そ
れ
が
仕
組
み
だ
と
言
っ
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
私
た
ち
の
身
体
の
中
に
も

血
流
が
あ
り
ま
す
が
、
コ
リ
を
ほ
ぐ
さ
な
い
と

血
流
が
良
く
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
と
同
じ
よ
う

に
地
球
の
中
に
も
い
く
つ
も
の
霊
流
が
あ
っ

て
、
そ
う
し
た
ツ
ボ
に
あ
た
る
拠
点
を
抑
え
て

い
く
こ
と
が
仕
組
み
な
の
だ
と
い
う
の
で
す
。

　

帰
国
前
、
現
地
で
の
事
情
聴
取
の
中
で
、
蒙

古
独
立
の
企
て
の
有
無
を
聞
か
れ
る
と
、

　

「
自
分
は
支
那
の
新
宗
教
『
道
院
』
の
宣
伝

使
だ
。
蒙
古
の
地
に
宗
教
を
宣
伝
す
る
特
権
を

持
っ
て
い
る
。
そ
う
し
て
蒙
古
の
国
と
言
っ

た
の
は
別
に
深
い
意
味
が
あ
る
の
で
は
な
い
。

我
々
、
日
本
の
国
に
は
八
十
余
個
の
国
名
が
あ

り
、
丹
波
の
国
、
丹
後
の
国
、
山
城
の
国
な
ど

と
小
区
劃
に
国
名
を
呼
ん
で
い
る
。

　

そ
う
だ
か
ら
支
那
の
一
区
域
た
る
蒙
古
を
蒙

古
の
国
と
書
い
た
の
だ
。
自
分
は
蒙
古
の
み
な
ら

ず
、
新
彊
、
印
度
、
西
蔵
、
支
那
は
い
う
に
お
よ

ば
ず
、
ロ
シ
ア
、
シ
ベ
リ
ア
を
経
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
天
地
に
ま
で
宗
教
的
王
国
を
建
設
す
る
の
だ

か
ら
、
小
さ
い
蒙
古
な
ど
に
執
着
し
て
い
る
の
で

は
な
い
。
そ
う
し
て
宗
教
は
国
境
を
超
越
し
て
い

る
の
だ
」（『
霊
界
物
語
』
入
蒙
記　

黄
泉
帰
）

と
述
べ
て
い
ま
す
。
王
仁
三
郎
聖
師
は
モ
ン
ゴ

ル
が
最
終
目
的
で
は
な
く
、
さ
ら
に
そ
の
先
に

は
エ
ル
サ
レ
ム
へ
と
続
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の

布
石
と
も
な
る
の
が
、
モ
ン
ゴ
ル
訪
問
で
あ
っ

た
の
で
す
。

モ
ン
ゴ
ル
国
営
放
送
で

王
仁
三
郎
聖
師
を
紹
介

　

王
仁
三
郎
聖
師
の
モ
ン
ゴ
ル
訪
問
か
ら

年
、

仕
組
み
が
大
き
く
展
開
し
ま
し
た
。
２
０
０
４

年
６
月

日
、
聖
師
モ
ン
ゴ
ル
訪
問

周
年
を

記
念
し
て
、
出
口
紅
五
代
教
主
と
共
に
１
７
７

人
が
モ
ン
ゴ
ル
を
訪
問
し
ま
し
た
。
チ
ベ
ッ
ト

仏
教
の
総
本
山
・
ガ
ン
ダ
ン
寺
院
と
の
共
同
で

「
世
界
平
和
祈
願
祭
・
万
国
万
霊
合
同
慰
霊
祭
」

を
執
行
し
た
の
で
す
。

　

そ
れ
を
契
機
と
し
て
、
２
０
０
９
年
６
月
９

日
に
は
、
モ
ン
ゴ
ル
の
グ
チ
ン
ウ
ス
村
で
、
世

界
連
邦
都
市
宣
言
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
モ
ン
ゴ

ル
で
は
第
１
号
と
な
り
ま
す
。
２
０
１
６
年
８

月

日
に
は
、
ム
ン
フ
ハ
ー
ン
村
に
お
い
て
第

２
号
都
市
宣
言
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

世
界
連
邦
は
、
世
界
の
国
々
が
互
い
に
独
立

を
保
ち
な
が
ら
、
世
界
規
模
の
問
題
を
平
等
に

扱
う
一
つ
の
民
主
的
な
政
府
を
作
る
と
い
う
こ

と
を
理
想
と
し
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
昭
和

（
１
９
５
０
）
年

月

日
に
京
都
府
綾
部
市

が
第
１
号
の
都
市
宣
言
を
し
て
い
ま
す
。
第
２

号
は
同
じ
く
京
都
府
の
亀
岡
市
で
す
。

　

モ
ン
ゴ
ル
の
国
営
放
送
Ｍ
Ｎ
Ｂ
で
王
仁
三
郎

聖
師
の
こ
と
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

日
本
の
宗
教
の
一
つ
で
あ
る
大
本
の
創
立
者
・

出
口
王
仁
三
郎
の
思
想
は
、
当
時
の
一
般
の
日

本
人
だ
け
で
な
く
、
文
化
人
、
軍
人
に
ま
で
影

響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
や
、
ア
ジ
ア
を
精
神
的
統

一
す
る
た
め
に
自
ら
命
を
か
け
て
モ
ン
ゴ
ル
を

巡
回
し
た
こ
と
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
、
モ
ン
ゴ
ル
は
わ
ず
か
３
０
０
万
人
の
人

口
の
中
に
、
海
外
か
ら
１
０
０
を
超
え
る
宗
教
・

思
想
団
体
が
入
っ
て
き
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
勢
い
に
モ
ン
ゴ
ル
政
府
は
、
少

な
い
人
口
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
モ
ン
ゴ
ル
の
文

化
、
歴
史
が
薄
ら
い
で
し
ま
う
の
で
は
な
い
か

と
い
う
危
機
感
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中

で
大
本
は
、
２
０
１
０
年

月
に
モ
ン
ゴ
ル
で

の
宗
教
法
人
格
を
取
得
し
て
か
ら
、「
世
界
宗

教
デ
ー
」
や
「
世
界
平
和
デ
ー
」
と
い
っ
た
モ

ン
ゴ
ル
宗
教
界
に
お
け
る
国
の
公
認
行
事
に
招

聘
さ
れ
、
そ
の
活
動
は
一
定
の
評
価
を
受
け
て

お
り
、
日
本
を
代
表
す
る
宗
教
団
体
と
し
て
認

め
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
は
あ
り
が
た
い
こ

と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
モ
ン
ゴ
ル
の
方
々
と
と
も
に
、

出
口
王
仁
三
郎
が
理
想
と
し
た
、
民
族
・
宗
教
・

国
家
な
ど
の
違
い
を
超
え
た
連
帯
・
協
力
に
よ

る
、
真
の
世
界
平
和
秩
序
の
実
現
に
向
け
て
努

力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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21
世
紀
・
生
き
が
い
講
座

東
光
苑
秋
季
大
祭

　
家
庭
平
安
祈
願
祭
（
27
回
）
は
、
10
月
27
日

午
前
10
時
30
分
か
ら
、
斎
主
・
高
野
春
樹
祭
務

課
長
の
も
と
執
行
さ
れ
、
43
人
が
参
拝
し
た
。

　
祭
典
で
は
、
斎
主
と
祭
員
が
全
国
か
ら
申
し

込
ま
れ
た
４
５
０
件
の
氏
名
を
全
て
読
み
あ

げ
、
家
庭
の
平
安
と
繁
栄
を
祈
念
。

　
祭
典
後
、
東
京
本
部
を
代
表
し
て
、
猪
子
恒

東
京
宣
教
セ
ン
タ
ー
長
が
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
な
お
全
国
か
ら
申
込
ま
れ
た
家
庭
平
安
祈
願
は
、

祭
典
後
一
週
間
、
東
光
苑
神
前
で
継
続
さ
れ
た
。

家
庭
平
安
祈
願
祭

　
第
１
８
８
回
「
21
世
紀
・
生
き
が
い
講
座
」
は
、

10
月
17
日
午
後
７
時
か
ら
、
港
区
新
橋
の
航
空

会
館
で
開
催
さ
れ
、
山
田
歌
大
本
本
部
総
務
課

長
が
、「
道
院
と
大
本
の
出
合
い
〜
提
携
95
年

の
歴
史
に
学
ぶ
〜
」
と
題
し
て
講
話
し
た
。
参

加
者
は
33
人
（
内
、
一
般
７
人
）。

　
山
田
講
師
は
、「
中
国
済
南
で
発
祥
し
た
道

院
と
大
本
に
は
奇
び
な
ご
縁
が
あ
る
」
と
し
て
、

提
携
以
前
か
ら
霊
界
物
語
に
「
道
院
の
祭
神
で

あ
る
至
聖
先
天
老
祖
様
は
、
国
常
立
大
神
様
で

あ
る
」
と
、
聖
師
さ
ま
が
示
さ
れ
て
い
た
こ
と

に
振
れ
な
が
ら
、
現
在
に
い
た
る
ま
で
の
両
教

団
の
交
流
の
歴
史
を
紹
介
。「
道
院
と
の
提
携

は
、
世
界
平
和
へ
の
大
き
な
鍵
と
な
る
の
で
は

な
い
か
」
と
語
っ
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
聖
師
さ
ま
は
宗
教
間
対
話
、

世
界
市
民
の
思
想
の
先
駆
者
だ
と
再
認
識
し
ま

し
た
」（
男
性
・
一
般
）
等
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

ཞ
܀
࣭
Ɉ
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༐
‐
ڭ
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大
本
東
京
本
部
開
設
50
周
年
記
念
、
東
光
苑

秋
季
大
祭
・
新
穀
感
謝
祭
・
七
五
三
詣
り
は
11

月
11
日
、
午
前
10
時
30
分
か
ら
、
斎
主
・
出
口

眞
人
氏
の
も
と
執
行
さ
れ
、
３
８
６
人
が
参
拝
。

祭
員
は
関
東
教
区
各
主
会
の
祭
務
部
長
他
、
少

年
祭
員
は
東
京
主
会
の
小
谷
遼
く
ん
、
玉
置
巴

さ
ん
、
伶
人
は
二
絃
の
会
関
東
支
部
、
大
本
神

諭
拝
読
は
、
小
林
龍
雄
神
奈
川
主
会
長
、
添
釜

は
茨
城
主
会
が
担
当
し
た
。

　
祭
典
後
、
大
本
神
諭
拝
読
に
つ
づ
き
、
東
京

本
部
開
設
50
周
年
に
寄
せ
て
の
教
主
さ
ま
の
ご

あ
い
さ
つ
を
、
猪
子
恒
東
京
宣
教
セ
ン
タ
ー
長

が
代
読
（
一
面
掲
載
）。
つ
い
で
鈴
木
穎
一
大

本
本
部
長
が
あ
い
さ
つ
に
立
ち
、
10
月
に
執
行

さ
れ
た
東
京
大
本
歌
祭
で
の
各
主
会
か
ら
の
ご

奉
仕
に
謝
意
を
述
べ
た
。
ま
た
「
厳
の
郷
」
整

備
事
業
の
前
期

完
成
祭
の
様
子

な
ど
を
紹
介
。

続
い
て
七
五
三

詣
り
の
お
子
さ

ん
に
鈴
木
本
部

長
か
ら
千
歳
飴

が
贈
ら
れ
た
。

　
続
い
て
斎
主

の
出
口
眞
人
氏

が
、
東
京
本
部

在
籍
時
の
思
い

出
や
、
同
じ
く

開
設
50
周
年
を

迎
え
た
大
本
梅
松
塾
の
思
い
出
な
ど
を
交
え
、

東
京
本
部
開
設
50
周
年
の
祝
辞
を
述
べ
た
。

　
引
き
続
き
二
絃
の
会
関
東
支
部
に
よ
る
八
雲

琴
『
伊
勢
詣
』
が
奉
納
さ
れ
た
。

　
こ
の
後
、
出
口
眞
人
氏
、
鈴
木
穎
一
本
部
長
、

猪
子
恒
セ
ン
タ
ー
長
、
飯
田
俊
明
総
代
、
島
貫

光
喜
総
代
に
よ
り
鏡
開
き
。
参
拝
者
一
同
の「
よ

い
し
ょ
、
よ
い
し
ょ
、
よ
い
し
ょ
」
の
大
き
な

掛
け
声
と
と
も
に
、
晴
れ
晴
れ
し
く
開
か
れ
た
。

　
ま
た
、
開
設
50
周
年
を
慶
祝
し
て
、
教
主
さ

ま
か
ら
東
京
本
部
に
、
教
主
さ
ま
お
作
・
粉
引

茶
盌
「
東
あ
づ
ま

の
光
」（
熊
山
土
・
梅
松
館
木
の
花

桜
釉
）
の
ご
下
附
が
あ
り
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
お
ほ

も
と
（
東
光
苑
）
で
、
先
の
東
京
大
本
歌
祭
に

際
し
拝
受
し
た
お
茶
杓
「
同は
ら
か
ら胞
」（
月
山
不
二

の
松
材
）
と
と
も
に
展
示
さ
れ
た
。

　
こ
の
後
、
直
会
に
あ
わ
せ
て
園
遊
会
を
開
催
。

１
階
ピ
ロ
テ
ィ
ー
で
は
「
こ
の
花
桜
」
の
樽
酒

と
各
主
会
か
ら
の
献
酒
が
振
る
舞
わ
れ
、
２
階

講
座
室
と
食
堂
で
は
「
美
味
い
も
の
市
」
と
し
て
、

茶
そ
ば
、
タ
コ
焼
き
、
焼
き
芋
、
笹
か
ま
ぼ
こ
、

ケ
ー
キ
な
ど
を
楽
し
ん
だ
。
ま
た
「
子
ど
も
縁
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東
光
苑
月
次
祭
・
市
杵
島
姫
命
例
祭

※
当
日
、
天
声
社
の
出
張
販
売
が
あ
り
ま
す
。
左
の

　
亀
岡
本
社
へ
事
前
に
注
文
し
て
お
く
と
便
利
で
す
。
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開
祖
聖
誕
祭
（
１
８
２
年
）
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世
紀
・
生
き
が
い
講
座
（
新
橋
・
航
空
会
館
）

講
題

皇
道
大
本
と
二
度
の
弾
圧

〜
光
明
世
界
を
見
す
え
て
〜

講
師

猪
子　

恒
（
東
京
宣
教
セ
ン
タ
ー
長
）
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出
口
日
出
麿
尊
師
毎
年
祭
（

年
）

１
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新
年
祭
・
年
賀
交
換
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年
賀
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東
光
苑
七
草
粥
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東
光
苑
月
次
祭
・
成
人
式
式
典
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21
世
紀
・
生
き
が
い
講
座
（
新
橋
・
航
空
会
館
）
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聖
師
毎
年
祭
（
71
年
）

大
本
東
京
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

U
R
L

日
」
で
は
綿
飴
が
配
ら
れ
、
射
的
や
輪
投
げ
、

お
菓
子
の
つ
か
み
取
り
な
ど
が
催
さ
れ
た
。

　
東
光
庵
で
は
、
お
茶
菓
子
に
金
龍
餅
を
取
り

寄
せ
て
呈
茶
席
が
設
け
ら
れ
た
。


